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動物の飼育・ふれあいを通して心を豊かにする取組 

林 禎 久 

 

１ はじめに 

本校では，

動物の飼育，

動物とのふ

れ合いによ

って子ども

たちが得ら

れる体験に

は，生物を愛

護する態度，生命を尊重する態度を醸成するだ

けでなく，これらを通じて，豊かな人間関係を

磨くために必要な心の礎を，子どもたちが築く

ことがきるものと考え，本校の教育活動の重要

な位置づけとなっている． 

 

２ 本校について 

生活科の

学習を行っ

ている，１年

生は１クラ

スあたり 30

人ほどの４

学級，２年生

は１クラス

あたり 25人ほどの３学級となっている． 

子どもたちが，生活科の授業や，教室で日常

的にふれ合い活動を行うために，５，６人で１

頭のモルモットのお世話をできるようにして

いる．２年生がお世話をしている 15 頭のモル

モットに加え，今後，１年生がお世話をするよ

うになるときに備えて，さらに５頭の子どもの

モルモットを育てている． 

 

２ 実践の目的 

昨年度から東京都教育委員会の小学校動物

飼育推進校の指定校となったので，えさの購入

等の金銭面での支援だけでなく，中野区獣医師

会との強靭な連携が可能となった． 

同時に，昨年度から来年度の３年間で，中野

区教育委員会の｢学校教育向上事業｣の研究推

進校の指定も受けていることから，モルモット

とのふれ合いの学習について，問題解決の過程

を大切にした授業づくりも進めてきた． 

 

３ お世話の方法 

モルモットとのふれ合いや飼育の体験の機

会を設け，子どもたちの生き物を愛護する態度

や生命を尊重する態度を涵養することに加え，

モルモットとの関わりを大切にした学習活動

を通じた問題解決の力の育成も目指している． 

モルモットとのふれ合い活動を推進する上

で，飼育活動を切り離すことはできない．小学

校学習指導要領解説生活編では，動物を飼った

り植物を育てたりする活動によって，「生き物

への親しみをもち，生命の尊さを実感するため

に，継続的な飼育・栽培を行うことには大きな

意義がある」と示している． 

飼育・栽培の中でも，動物の飼育は，１，２

年生の子どもたちだけでは十分に活動を行う

ことはできない．そこで，教職員の支援に加え，

飼育活動に高い興味・関心を有し，一定の飼育
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に必要な技能を有している高学年の子どもの

集団である｢飼育委員会｣の活動，飼育のアドバ

イスや診療を行うことのできる獣医師による

支援等が必要と考えた． 

モルモットとのふれ合い活動を進める上で，

配慮しなければならないことの一つに動物ア

レルギーへの対応がある．本校は，モルモット

を教材とした生活科の学習を推進して２年と

なったが，モルモットについてのアレルギーを

有する子どもが見られたことから，日常的なふ

れ合い活動と，アレルゲンの存在との両立を考

えなければならなかった． 

そこで，登校してから帰るまでの間，教室で

２年生の子どもたちがふれ合えるようにし，そ

れ以外の時間は飼育小屋で飼育を行うように

した． 

こうすることで，１，２年生の子どもたちが

教室でモルモットと接触する時間を最大６時

間以内に留めることができるので，動物アレル

ギーを有する子どもがいる学級でも，子どもた

ちがモルモットとふれ合う方法を工夫する素

地をつくることができると考えた．飛散すれば

長時間にわたって存在することになる体毛が，

教室内に広がることを可能な限り避けること

ができる．併せて，飼育委員会に所属する高学

年の子どもたちも，飼育小屋でモルモットの飼

育に継続的に関わることが可能となり、飼育の

体験活動を他の学年の子どもにも広げること

ができた． 

飼育のアドバイスや診療を行うことのでき

る獣医師による支援については，東京都教育委

員会の小学校動物飼育推進校を指定されたこ

とから，中野区獣医師会の全面的なバックアッ

プを受けられるようになった．このことにより，

本校の動物飼育の充実について多大なる支援

を得ることができている．東京都教育委員会の

小学校動物飼育推進校の指定が本年度までと

なっているので，現在のような充実した動物飼

育の環境が来年度以降も継続できるようにす

ることが喫緊の課題となっており，中野区教育

委員会でも検討しているところである． 

 

４ 生活科での主な授業実践 

続いて，１，２年生の生活科の学習で，モル

モットとのふれ合いや飼育の活動を通して子

どもたちの心を豊かにする取組について説明

する． 

小学校低学年での子どもたちは，自分の生活

体験をもとにした考え方や，取組を行う傾向が

強く見られる．つまり，子どもは生活経験を基

盤とした，モルモットのお世話の仕方やふれ合

う方法を考える傾向にあるといえる． 

本校ではモルモットについて，子どもたちの

経験を礎とした視点だけではなく，モルモット

の視点に立って，これまでのお世話の仕方やふ

れ合う方法を振り返り，他の視点から関わりに

ついて捉えることができるようにする学習に

ついて研究を進めてきた．これらの研究は，ま

だ端緒に就いたところであるものの，１年生と

２年生の生活科でのモルモットを教材とした

学習活動について紹介する．学習活動の様子に

ついては、２年生の実践で説明する． 

１年生のモルモットを教材とした学習活動

はプレゼン画面にある流れで行った．モルモッ

トの視点で，飼育の方法を考えることを大切に

した学習である． 

２年生のモルモットを教材とした学習活動

については，プレゼン画面のように進め，モル

モットの視点で，ふれ合いの方法を考えること

を大切にした学習活動を展開した． 



第 23回研究大会 

 

 

１年生の冬の頃に２年生から引き継いだモ

ルモットのお世話をするようになってから，半

年が経過した６月に，これまでのモルモットの

飼育やふれ合いの活動を通して，モルモットと

仲良しになっているかを振り返える活動を行

った． 

子どもたちは， 

「どのモルモットも，えさをたくさん食べてく

れるから，楽しくすごしている．」 

「頭を撫でてあげると，目を細めて気持ちよさ

そうにしているから，モルモットたちは楽し

いはず．」 

「ギュッとつままなければ，ひざの上で『キュ

イキュイ』って鳴く．」 

といった，モルモットとのふれ合い活動から得

られたことについて具体的に話し，現在，自分

たちがモルモットと良好な関係を築いている

ことを伝えようとした． 

次に，モルモットが楽しい，嬉しいと思って

いるかをとらえるためには，どうしたらよいか

を話し合った． 

ここでは，モルモットが楽しい，嬉しいと思

っていると考える姿を子どもたちと確認した．

子どもたちは，「ひざの上でおとなしくしてい

るとき．」，「『キュイキュイ』や『キュキュキュ』

って鳴いているとき．」と言い出した．モルモッ

トの気持ちや鳴き声に注目して，モルモットの

しぐさを捉えようとしていることが分かった． 

その一方で，「やさしくつかまないと『グルル

ルル』と鳴いている．」にも気づいていることか

ら，嫌な気持ちになっていたり，怒っていたり

していることについても，鳴き声と結び付けて

理解していることも分かった． 

続いて，モルモットの鳴き声とモルモットの

気持ちの関係を整理し，これらのことを妥当と

してよいかを，モルモットとのふれ合い活動を

通して確認した． 

子どもたちは，順番にモルモットを膝に置い

たり，手で持ったりして，モルモットの様子に

ついて調べた．子どもたちは，「モルモットが気

持ちよくなるようにして，どんな鳴き声を出す

のか調べよう．」と活動した． 

しかし、調べようとした鳴き声のすべてを授

業時間内で確認することはできなかったので，

授業後も続けて教室で調べることとなった． 

最後に，モルモットの様子と鳴き声の関係を

もとに自分たちのふれあい活動をモルモット

の視点で振り返り，自分たちがどのような行動

をとることが望ましいのかを考えるようにし

た． 

この活動を通して， 

・モルモットが嬉しそうにしているときは， 

｢キュイキュイ｣｢プイプイ｣って鳴くので，そ

のときの様子を大切にしよう． 

・モルモットが怒っているときは｢グルルル｣と

鳴くが，その時は持ち方がよくないときに見

られることからモルモットの持ち方を変え

るようにしよう． 

・１匹でいると，｢クイックイッ｣とよく鳴くか
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ら，そのときは遊んであげよう． 

と，モルモットの視点で，子どもたちはモルモ

ットの気持ちを捉えるようになっていった． 

このような意見を出し合うことにより，「モ

ルモットは鳴き声を変えて，気持ちを伝えよう

としている．」「鳴き声をよく聞いて，お世話を

工夫するとよい．」と考えるようになり，自分本

位の考えから，モルモットという言葉を話さな

い他者としての視点での考えに転換するよう

になった． 

クラスでの日常的なふれ合いや飼育の活動

を通して，「動物が生命をもって生きているこ

と」を実感していくことに加え，モルモットの

視点でこれまでの活動を振り返ることにより，

「動物と自分との関わり方について気付くこ

と」を涵養できるようになったと考える． 

 

５ 飼育委員会によるふれあい活動 

モルモットとのふれ合い活動は２年生を中

心に進めているが，子どもたちがモルモットと

ふれ合うことを通じて得られることに，心を豊

かにするなど，様々な効果があることが，２年

生の実践から分かってきた． 

このような，モルモットとのふれ合い活動を，

すべての子どもたちに広げることができれば，

心豊かな子どもの育成を学校全体で実現し，相

手を思いやる心の醸成を，一層，推進すること

にもつながる． 

飼育委員会のモルモットとのふれ合いの活

動は火曜日に行っている．火曜日は２年生がモ

ルモットを教室に連れて行かず，飼育委員会が

飼育小屋とふれ合い広場で，モルモットの飼育

とふれ合いの活動を位置付けている．体育館の

前に整備した，モルモットとのふれ合い広場で，

午前１０時頃の中休みと，午後１時頃の昼休み

に，飼育委員会の委員が，希望する３年生以上

の子どもの膝の上にタオルを置き，そこに そ

っとモルモットをのせるようにしている．膝に

モルモットを載せた子どもは，２年生と同じよ

うに，モルモットの頭をなでたり，いとおしそ

うに見つめたりして過ごし，優しい言葉をかけ

たりしていた．動物とのふれ合いを大切にする

心が醸成されていることが分かる． 

１，２年生以外の高学年の子どもたちが，飼

育委員会を通して行うことができるようにな

ったことで，これまで希望者の少なかった飼育

委員会が，今ではその委員になかなかなること

が難しい，人気の委員会となっている． 

このような，モルモットを教材とした教育活

動を進めることで，動物への親しみをもち，世

話をする楽しさや喜びを味わうことになり，動

物に対する様々な思いや願いが膨らんでいく

姿が見られるようになった． 

また，自分

本位ではな

く，動物の立

場に立って

考えること

ができるよ

うにもなる

ので，動物と

の接し方が変わっていくことになるが，このこ

とは友達にも反映されるようになり，寛容な言

動も見られるようになってきた．子どもたちの

心も豊かになっていったものと考えることが

できた． 

 

（中野区立白桜小学校校長） 


